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40　福島県立医科大学看護学部紀要 第22号 37-43, 2020
た教育内容・方法，それを見極める入試（新しい考えを
まとめる記述式問題の出題，英語の４技能を活用した表
現力の確認，課外活動実績など，多面的で総合的な評
価）が求められるようになった．
　ここに至る日々の授業における有効な方法として，展
開，普及が期待されているのが「アクティブ・ラーニン
グ（主体的・対話的で深い学び）」とみられる．
　そこで，マクロな視点に立って，日本の教育の現状を
確認すると共に，その座標軸にアクティブ・ラーニング
がどのように位置づけられるのか，この分野や FD に造
詣が深い小田隆治先生（山形大学地域教育文化学部教
授）を講師に招聘し，本質的な理解を目指す研修会を，
２度に渡り，開催することとした．
　第１回目の本研修会では，特に講義とグループワーク
により，学びを深めた．なお，参加した教員の内訳は以
下の通りである．
職　位 参加人数（配置人数） 参加率
教　授 ₆（₁₀） ₆₀％
准教授 ₆（₇） ₈₅.₇％
講　師 ₈（₁₅） ₅₃.₃％
助　教 ₆（₁₂） ₅₀.₀％
助　手 ₄（₄） ₁₀₀％
総　数 ₃₀（₄₈） ₆₂.₅％
　※ 病休・育休者除く．また，４名の教員が講義担当
のため出席できなかった．
Ⅲ　第２回 FD研修会
　（2020年３月９日，14：00～16：00，予定）
　₂₀₁₉年₁₂月現在の計画では，第１回研修会の成果を踏
まえ，一段と実践的，体験的な手法により，今日の教育
改革やアクティブラーニングについて学ぶ予定である．
Ⅳ　2020年度新任教員オリエンテーションの
企画と準備
　₂₀₂₀年度も新たに着任する教員がいることから，赴任
に際してのオリエンテーションを実施する．新年早々か
らプログラムの企画と通知などの準備に着手する予定で
ある．
Ⅴ　FD委員会の開催状況等
　₂₀₁₈年５月以降，₁₁月までに６回開催され，前年度の
委員会からの引き継ぎ，FD 研修会の企画，準備，反省
等に当たってきた．例年の状況を踏まえると，年度内に
あと２回程度開催されるとみられる．なお，毎回の協議
の内容は議事録にまとめ，保存している．
